
令和２年度　三股町立三股中学校　学校評価シート

【学校の教育目標】　知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな生徒の育成

指標別 総合

「わかる・できる」授業の構築
生徒・保護者・職員の授業評価結
果３以上

○　「みまたんモデル」の推進
○　教育研究所と連携したＩＣＴ教育の推進
○　重点支援校訪問を通した授業力向上

生徒　４（８７．７％）
保護者　４（８１．２％）
職員　４（９７．７％）

4

基礎的な知識・技能の定着
学力・実力テストの結果地区・県平
均以上

○　放課後学習を通した支援
○　学習コンクールの実施

○ｺﾝｸｰﾙへの取組
生徒　４（８９．４％） 4

家庭学習の充実
学力・実力テストの結果地区・県平
均以上

○　「家庭学習の手引き」の周知と活用
○　復習課題の工夫・宅習時間の確保

○手引きの活用
生徒　３（４７．６％）
保護者　２（３５．５％）
職員　２（３５．５％）

2

読書活動の推進と読書量アップ 読書冊数、一人年間２０冊 〇　図書室からの広報活動の実施
生徒　３（５３．７％）
保護者　２（２９．１％） 2

文教のまち三股の伝統教育の推
進

保護者・生徒・教員のアンケート結
果３以上

○　あいさつ・校門での一礼の実施
○　無言清掃の実施
○　自主的・自発的な生徒会活動の活性化

○あいさつ
保護者　４（８１．９％）
職員　４（８０.０％）
○生徒会
生徒　４（８３．６％）
職員　４（８２．２％）

4

いじめ防止対策・不登校生徒等
への対応

不登校率３.５％以下
○　いじめ防止基本方針の定着
○　月に１度のいじめアンケートの実施
○　教育相談アンケートと相談の充実

不登校数
1年13　2年18　3年19
不登校率　５．９％

1

思いやりの心の育成
保護者・生徒のアンケート結果３以
上

○　合理的な配慮を考慮した特別支援教育の充実
○　全教育活動を通した道徳教育・人権教育の充実
○　合理的配慮を考慮した特別支援教育の充実

生徒　４（８４．３％）
保護者　４（８６．６％） 4

交通安全指導や安全点検の徹
底

保護者・生徒・職員のアンケート結
果３以上

○　通学路の安全確認・登下校指導
○　安全点検や授業、部活動でのケガ予防

生徒　４（９８．６％）
保護者　３（７３．．
１％）
職員　３（５２．２％）

3

危機管理意識の高揚
保護者・生徒のアンケート結果３以
上

○　予告なしの避難訓練の実施・防災教育の実施
○　ＳＮＳ普及の対応と、情報モラル教育の充実
○　感染症対策等の充実

○情報モラルの充実
生徒　４（９８．６％）　保護者　４（８６．６％）
職員　３（５５.６％）
○感染症対策
生徒　４（９７．９％）　保護者　４（８１．５％）
職員　４（７６．２％）

4

主体的な体力向上や健康意識の
育成

保護者・生徒・職員のアンケート結
果３以上

○　立腰指導
○　栄養教諭と連携した「弁当の日」の実施
○　部活動における休養日の推進

○立腰
生徒　４（８０．８％）
○運動
保護者　３（６７．７％）
職員　４（９１．１％）

3

地域と共にある学校づくり 保護者・職員からの評価３以上
○　学校ホームページの内容充実
○　各種通信などによる情報提供の充実

○通信・HP
保護者　４（８６．３％）
職員 ４（９５．６％）

4

4段階評価　　４　期待以上（７５％～１００％）　　　３　ほぼ期待どおり（５０％～７４％）　　　２　やや期待を下回る（２５％～４９％）　　　　１　改善を要する（０％～２４％）

評価項目 評価指標 具体的数値目標と達成状況 方策・手立て 結果
自己評価

結果の考察・分析及び改善策等

1

確
か
な
学
力
の
育
成

3

○　県教委の推進する「授業改善の４＋４の
チェックポイント」及び三股町教委の推進する
「みまたんモデル」の整理を行い、授業形態（１
単位時間）の共通理解・共通実践を図った。ま
た、昨年度に引き続き、学校支援校訪問を受
け、県・町教育委員会から支援をいただいた。
この取組が授業力向上へと繋がったと考えら
れる。
○　ＩＣＴ機器を積極的に活用することで、生徒
の学習意欲の向上に繋がっている。
○　生徒の委員会活動の一貫とし、学習コン
クールを実施しているが、熱心に取り組むこと
ができた。
○　「家庭学習の手引き」は、昨年度より活用
頻度は上がっているが、内容の見直しが必要
とされる。
○　読書推進に取り組んではいるが、読書量
の増加にはいたっていない。

2

心
の
教
育
の
充
実

3

○　町で一斉に取り組んでいる郷土教育が完
全に定着してる。その取組が、学校が落ち着い
ている一因でもある。
○　生徒の日常生活において、思いやりをもっ
た言動等の数値が高い。
○　特別支援教育においては、職員研修など
を実施する必要がある。また、外部機関との連
携も必要である。
○　不登校率が昨年度よりも高い。コロナ禍に
伴い、臨時休業を行った事や家庭訪問等がで
きないことが大きな原因だと考える。今後は、
関係機関との連携及びＳNＳ等を活用した家庭
との連携の充実が必要である。

3

健
康
安
全
と
体
力
の
向
上

3

○　生徒の交通ルールの遵守についての意識
は非常に高いが、地域からの苦情等は年間を
とおして多い。機会あるごとに、集会等を実施
し、交通指導には取り組んできたが、学校だけ
の指導には限界がある。家庭及び地域との連
携が急務である。
○　感染症対策は、十分な取組を実施してお
り、その成果が現状に反映している。今後も、
常に危機感をもち、対策を講じていきたい。
○　コロナ禍に伴い、部活動等の制限され、運
動量の確保がなされなかった。
○　部活動休養日は確実に定着している。

4

家
庭
・
地
域
と
の
連
携

4

○　HPの閲覧数が２４万４千人を超えており、県内
の学校でもトップクラスである。今後も学校の情報発
信には尽力したい。
○　コロナ禍に伴い、頻繁に家庭への連絡が必要と
なった。「あんしんメール」での連絡を確立させたこと
で、スムーズな連携がとれるようになった。
○　校長通信及び学級通信等は定期的に発信でき
た。
○　コロナ禍に伴い、地域の行事等が中止となり、
地域行事等への積極的な参加ができなくなった。

家庭・地域との信頼関係の構築 保護者・職員のアンケート結果３以上
○　魅力ある学校参観日の計画と運営
○　「あんしんメール」の登録推進と内容充実
○　保護者等と学校の連絡体制の確立

○連絡体制の確立
保護者　４（８６．８％）
職員　４（９５．２％）

4

評議員
コメント

○生徒の授業態度
は良いと感じている。

○家庭学習での格差
が生じているので、
手立てを講じて欲し
い。

○「考える力」を身に
付けさせるために
は、日本語力を向上
させることが大切で
ある。そのためにも
読書量を増やす指導
をして欲しい。

○ＩＣＴ機器の活用が
学習意欲に繋がって
いるように感じた。

○不登校生の増加
は少なくともコロナ禍
が影響していると感
じているが、学校だ
けの問題ではないよ
うに思える。また、学
校が楽しいと思える
ものを一つでも設定
して欲しい。

○郷土教育により郷
土愛が育まれている
と思う。

○交通マナーを含
め、校外での活動に
課題がある。学校だ
けではなく家庭・地域
で育てることが重要
である。

○部活動の好成績
は地域の励みにな
る。また、国の推進し
ているように地域連
携型にすべきであ
る。
○情報発信にＨＰ及
び「あんしんメール」
は非常に有効であ
る。

○ＨＰの閲覧数は群
を抜いている。更なる
充実をお願いした
い。

評
議
員

評
価

3

3

3

4


